
35.13                             第３部　　重点領域研究「沖縄の歴史情報研究」における主要研究テーマの研究成果

     筑波大学付属図書館所蔵琉球関係資料の情報化

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岩崎宏之：筑波大学歴史・人類学系

　計画研究「琉球・沖縄の歴史的文物の情報化」(研究代表者：岩崎宏之・筑波大学歴史・人類学系教

授)の研究班では、筑波大学付属図書館が所蔵する琉球関係資料ならびにこれに関連する環東シナ海地

域間交流史関係資料のマイクロフィルム撮影ならびにTIF形式の画像情報化を企てた。撮影は最初か

ら16㎜マイクロフィルムを使って行ない、これをTIF形式のファイルとしてCD-ROM２枚に格納した。

マイクロフィルムの撮影ならびに以後のデータ処理は日本マイクロ株式会社(株式会社ニチマイ)に依

頼した。撮影資料の詳細は別紙目録に示す通りである。

　筑波大学は東京高等師範学校、東京文理科大学などをその前身とし、それらの蔵書を継承している。

蔵書には三宅米吉旧蔵書、那珂通世旧蔵書など貴重なコレクションも含まれるが、琉球関係資料とし

ては、37「琉球祭歌」(おもろ写本)や 38「喜安日記」、49「球陽」などの写本類が注目されよう。38

「喜安日記」や41～44、49などの和書には「明治32年 5月伊沢雅楽ヨリ購求」と受入れ事情が付記

されていることから伊沢修二旧蔵本であることが窺われる。また36、37は岡倉由三郎旧蔵本である。

今回の調査は筑波大学付属図書館蔵書のうち主として『東京文理科大学和漢書分類目録』(上下・索引、

昭和９年発行)によるもので、この目録は昭和８年３月末現在での蔵書目録である。本目録での分類は

NDC分類とは異なる独自の分類で、この分類法は昭和30年代の東京教育大学蔵書にまで引継がれてい

る。分類コードは下記の通り。なお、筑波大学付属図書館では蔵書の管理上、和書などの和装本を一

般の洋装本と区別して別置している。和装本は写本類などのいわゆる和書だけに限らず明治期の活版

印刷物等も含まれ、専ら製本の形態による区別である。

　　１類　(イ)一般書　　　ｲ300:叢書　ｲ320

　　２類　(ロ)哲学

　　３類　(ハ)宗教 神祇

　　４類　(ホ)教育

　　５類　(ヘ)教科書

　　６類　(チ)語学　　　　ﾁ450:

　　７類　(ル)文学　　　　ﾙ270:

　　８類　(カ)芸術

　　９類　(ヨ)歴史　　　　ﾖ216:日本史(史料/日記及記録)　ﾖ219:日本史(史料/雑)

　　　　　　　　　　　　　ﾖ360:日本史(地方史/九州 琉球)　ﾖ380:日本史(雑史)

　　10類　(タ)伝記

　　11類　(ネ)地理　　　　ﾈ040:地理一般(地図類)　ﾈ 306:日本(名勝記)

　　　　　　　　　　　　　ﾈ308:日本(紀行 案内記)　ﾈ 326:日本(地誌)



　　12類　(ム)法律

　　13類　(ウ)政治 行政

　　14類　(オ)経済 財政

　　15類　(ヤ)社会　　　　ﾔ120:社会一般(叢書)　ﾔ 610:風俗及民俗学(日本)

　　16類　(ケ)統計

　　17類　(コ)数学

　　18類　(テ)自然科学

　　19類　(ア)工学

　　20類　(サ)医学

　　21類　(キ)軍事

　　22類　(ヒ)産業　　　　ﾋ190:産業一般(報告 雑誌)　ﾋ200:農業(総記)

　　23類　(モ)交通

　　24類　(セ)家政

　　25類　(ス)諸芸 遊戯








